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長
野
県
で
は
、
「
平
成
23
年
長
野
県
産
米
の
安
全

情
報
を
発
信
し
、
消
費
者
に
安
心
し
て
食
べ
て
い
た

だ
く
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
米
の
放
射
性
物
質
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

立
科
町
産
米
を
検
査
し
た
結
果
、
放
射
性
ヨ
ウ

素
・
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ず
、
安
全
性
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
米
の
出
荷
、
販
売
、
譲
渡
、
贈

答
等
が
安
心
し
て
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
今
回
の
米
の
検
査
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報たてしな／23 年 10 月◆ 2

道路維持管理協定締結
立科町町道維持管理協定書締結式開催される

農
林
係

～立科町方式の道路アダプトシステム～『町道維持
管理協定書』の合同締結式が8月 25日に行われ、行
政と住民の皆さんが協働して道路の維持管理を推進す
る取組がスタートしました。

現在、除雪や草刈りなど、町内全地域で維持管理
にご協力いただいており、これまでに全体の8割に当
る27の集落と2団体に協定を締結していただきまし
た。
今後も全集落に協定の締結をお願いし、道路を美し

く愛護する輪が広がることを、期待しています。

建設係

検体の採取風景

立
科
町
産
の

「
米
」
を
検
査

検
査
結
果

検
　
　
　
体

米
（
玄
米
）

採
取
年
月
日

９
月
13
日

検
査
機
関

㈶
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

検

査

日

９
月
20
日

放
射
性
物
質
は
、

不
検
出

鳥獣侵入防止柵
設置事業を
実施します

町
で
は
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
野
生
鳥
獣
に
よ

る
、農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、平
成
23
年

度
で『
獣（
シ
カ
・イ
ノ
シ
シ
等
）侵
入
防
止
柵
』を
佐

久
市
、長
和
町
、上
田
市
境
に
設
置
す
る
こ
と
を
計

画
致
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、『
防
止
柵
の
見
本
』を
役
場
西

側
道
路
沿
い
の
、駐
車
場
脇
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、ご
覧
下
さ
い
。
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９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
５
日
か
ら

16
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
、
町
長

よ
り
提
案
さ
れ
た
全
案
件
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
第
三
回

立
科
町
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

本
定
例
会
の
主
な
も
の
は
、
平
成
22
年
度
の

一
般
会
計
ほ
か
10
件
の
決
算
認
定
、
条
例
で

は
、
立
科
町
が
所
有
す
る
普
通
財
産
の
貸
付
に

関
す
る
条
例
、
ま
た
、
教
育
施
設
の
整
備
の
財

源
に
充
て
る
た
め
の
基
金
条
例
他
４
件
の
新
設

及
び
改
正
で
あ
り
、
報
告
で
は
財
政
の
健
全
化

を
表
す
判
断
比
率
等
と
、
教
育
委
員
会
の
事
務

の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点
検
・
評
価
の
２
件

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
補
正
予
算
の
状
況

一
般
会
計
予
算
で
は
、
５
億
２
４
０
０
万
３

千
円
が
増
額
補
正
さ
れ
、
４
５
億
７
４
０
８
万

１
千
円
と
す
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。歳

入
で
は
、
普
通
地
方
交
付
税
が
確
定
に
よ

り
１
億
７
１
０
２
万
円
の
増
額
、
平
成
22
年
度

決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
、
２
億
９

１
０
９
万
３
千
円
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
を
中
学
１
年
か
ら
高
校
１
年
ま
で
と
す
る
従

来
の
対
象
に
、
町
単
独
で
高
校
２
年
と
３
年
を

加
え
実
施
す
る
補
助
金
を
計
上
、
立
科
町
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
が
事
業
主
体
で
行
う
宇
山
地

区
ほ
か
の
獣
害
駆
除
の
ネ
ッ
ト
設
置
費
用
１
０

０
３
万
３
千
円
の
貸
付
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
歳
出
で
の
主
な
事
業
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

ま
た
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
財
政
状
況
の
公

表
は
、
11
月
広
報
で
行
い
ま
す
。

〈  主　な　事　業  〉
教育施設整備基金積立

教育施設の整備に向けた基金の積立　　　　　100,000 千円

保育所建設事業
統合保育所建設用地造成工事及び用地買収費　 44,281 千円

松くい虫防除対策事業
松くい虫被害木の伐採駆除 2,097千円

森林造成事業
衛生伐、搬出間伐委託 19,656 千円

観光施設修繕工事
女神湖センター桟橋修繕工事 2,500千円

道路新設工事
細谷住宅団地進入路工事 24,500 千円

文化財保護事業
旧芦田宿本陣土屋家改修費補助金 1,156 千円

道路橋りょう災害復旧事業
５月２９日降雨災害復旧工事 3,940 千円
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平成12年の介護保険制度発足から要介護認定者数及
び介護給付費（介護サービスにかかる費用の内、自己
負担額１割分を除いた事業者等に支払われる費用）は
年々増加しております。

平成22年度末の認定者は441人、給付費は６億５千

万円となり、認定者お一人に対して年間で平均約150
万円が必要な状況です。今年度も７月末時点での認定
者は435人、給付費の累計は233,448千円を超えてお
り、対前年比で110％の上昇となっています。

○受験資格
・平成24年３月に大学・短大・専門学校・高等学校を

卒業予定者
・健康で介護の仕事に熱意があり、日勤・夜勤の可能な方
・訪問介護員２級以上の資格取得者並びに取得予定者
・介護福祉士の資格取得者並びに取得予定者
・普通自動車免許取得者

○採用予定時期　平成24年４月１日付採用

○採用予定人員　介護職員（臨時）　若干名

○申込受付　10月５日（水）～10月23日（日）

○試験日・試験会場
11月３日（木）　ハートフルケア たてしな

○申込手続　受験申込書に以下の書類を添えて、ハー
トフルケア たてしな 事務室へ提出して下さい
①履歴書（自筆のもの）
②成績証明書（最終学校のもの）
③卒業見込証明書（最終学校のもの）
④資格証明書の写
⑤健康診断書

○申込書請求、お問い合わせ先
ハートフルケア たてしな
電話　56－1955
有線　4501

介護にかかる費用は40歳以上の皆さんの保険
料で費用の半分が賄われております。介護給付
費が増えることは必然的に皆さんの保険料等の

負担につながっていきます。
日ごろから健康づくり、健康管理には充分に

ご留意いただきますようお願いいたします。
お願い

①要介護認定者の状況（平成23年3月末現在）

● 立科町の介護保険情報 ●

ハートフルケア たてしな　介護職員採用試験について

②介護サービス給付費の状況　(平成22年度）

区分 要支援
1

要支援
2

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5 計 前年比

（％）
第1号被保険者
（65歳以上） 27 43 81 86 67 65 63 432 106.7％

第２号被保険者
（40歳以上64歳） 0 1 2 2 1 2 1 9 112.5％

計 27 44 83 88 68 67 64 441 106.8％

区分 給付費総額（千円） 前年比（％）
居宅（介護予防）サービス費 288,019 110.2％
地域密着型（介護予防）サービス費 21,276 96.5％
施設サービス費 299,177 103.7％
高額介護（予防）サービス費(医療合算介護サービス費含む） 14,974 124.5％
特定入所者介護サービス費 26,504 102.9％
その他諸費 640 95.7％

総      計 650,590 106.6％

福祉係



5 ◆広報たてしな／23 年 10 月 

な
ぜ
「
２
秒
以
上
」
な
の
か
？

前
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
場
合
、
急
制

動
の
必
要
性
を
判
断
す
る
ま
で
に
約
１
秒
、
ブ

レ
ー
キ
を
踏
む
な
ど
の
操
作
に
約
１
秒
を
要
し

ま
す
。
そ
の
た
め
危
険
を
回
避
す
る
に
は
２
秒

以
上
が
必
要
な
の
で
す
。

２
秒
の
測
り
方

前
車
が
進
行
方
向
の
目
標
物
に
さ
し
か
か
っ

た
と
き
に
、「
ゼ
ロ
イ
チ
ゼ
ロ
ニ
」
と
数
え
は

じ
め
、「
ニ
」
の
と
き
に
自
車
が
目
標
物
に
あ

れ
ば
車
間
距
離
２
秒
と
な
り
ま
す
。「
イ
チ
ニ
」

で
は
２
秒
に
短
く
、
あ
え
て
間
に
「
ゼ
ロ
」
を

い
れ
て
呼
称
し
、
２
秒
以
上
の
感
覚
を
習
慣
づ

け
ま
す
。

※
高
速
道
路
で
は
４
秒
以
上
の
車
間
距
離
を
保

つ
必
要
が
あ
り
、「
ゼ
ロ
イ
チ
ゼ
ロ
ニ
」
を

２
回
繰
り
返
し
ま
す
。

目標物（電柱など）

【イメージ図】

安全な車間距離2秒以上

通交 安全日
没
が
早
ま
る
秋
は
、
交
通
事
故
も
多
発
し

が
ち
な
時
で
す
。

夕
暮
れ
時
、
夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行

者
や
自
転
車
が
あ
ま
り
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
明

る
い
服
装
や
反
射
材
を
つ
け
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
中
の
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
、
徐
行
す
る
な
ど
思
い
や
り
を
持
っ
た
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
後
続
車
の
異
常
な
接
近
に

不
安
や
不
快
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
安
全
で
安
心
で
き
る
交
通
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
危
険
を
回
避
で
き
る
最
低
２
秒

以
上
の
車
間
距
離
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
安
全
車
間
距
離
保
持
「
０
１
０
２

(

ゼ
ロ
イ
チ
ゼ
ロ
ニ)

運
動
」
を
実
践
し
、
追
突

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

目
測
で
車
間
距
離
を
測
る
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
前
車
と
の
間
隔
を

「
時
間
」
に
置
き
換
え
、
安
全
な
車
間
距
離
を

保
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

０１０２
ゼロイチゼロニ

運動を
実践しよう

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

自
動
車
盗
・
車
上
ね
ら
い

自
動
車
盗
の
約
６
割
が
駐
車
場
で
発
生
し

て
お
り
、
盗
難
車
の
４
台
に
１
台
は
、
鍵
が

付
い
た
ま
ま
か
、
運
転
席
周
辺
な
ど
に
放
置

さ
れ
た
も
の
。
車
上
ね
ら
い
の
６
割
以
上
は

施
錠
し
て
い
た
に
も
係
わ
ら
ず
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。

※
す
ぐ
に
で
き
る
対
策

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
鍵
を
抜
い
て
ド
ア

を
ロ
ッ
ク
す
る

・
上
着
や
手
荷
物
は
持
ち
出
し
、
車
内
に
は

貴
重
品
を
置
か
な
い

・
盗
難
防
止
器
具
・
警
報
機
器
を
活
用
す
る

（
平
成
22
年
の
犯
罪
情
勢
（
警
察
庁
）
の
数

値
に
よ
る
）

以
上
の
よ
う
な
犯
罪
の
ほ
か
、
痴
漢
・
い

た
ず
ら
や
誘
拐
、
振
り
込
め
詐
欺
、
悪
質
商

法
な
ど
、
全
国
で
は
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か

す
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
の
他
、
自
宅
周
辺
の
様

子
や
建
物
の
特
徴
を
把
握
す
る
な
ど
、
わ
が

家
の
防
犯
対
策
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

今
や
犯
罪
は
都
会
で
起
こ
る
も
の
と
い
う

考
え
方
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
高
速
交
通

網
が
整
備
さ
れ
、
短
時
間
に
広
範
囲
の
移
動

が
可
能
と
な
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
犯
罪

は
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。
不
審
な
人
物
や
車

に
は
十
分
注
意
を
払
い
、
隣
近
所
で
声
を
掛

け
合
う
な
ど
、
犯
罪
が
発
生
し
に
く
い
地
域

と
な
る
よ
う
お
互
い
に
心
が
け
、
協
力
し
あ

い
ま
し
ょ
う
。

庶
務
係

ゼロイチゼロニ

犯罪からわが家、
わが身を守る
ための対策を！

犯
罪
は
、
誰
が
い
つ
ど
こ
で
被
害
に
遭
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
被
害
に
遭
う

前
に
で
き
る
限
り
の
対
策
を
検
討
し
、
家
庭

内
で
も
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

今
回
は
、
全
国
で
発
生
し
て
い
る
犯
罪

（
侵
入
窃
盗
・
自
動
車
盗
）
傾
向
を
知
り
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る
機
会
と

し
ま
し
ょ
う
。

侵
入
窃
盗
（
空
き
巣
・
忍
び
込
み
）

侵
入
窃
盗
の
う
ち
、
発
生
場
所
の
約
６
割

が
住
宅
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
一
戸
建
住

宅
６
割
、
集
合
住
宅
４
割
の
比
率
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

住
宅
侵
入
口
で
最
も
多
い
の
は
窓
か
ら
と

な
っ
て
お
り
、
侵
入
手
段
は
ガ
ラ
ス
破
り
が

最
多
で
、
次
に
多
い
の
は
無
施
錠
の
玄
関
や

勝
手
口
で
す
。
空
き
巣
は
昼
下
が
り
か
ら
夕

方
に
、
忍
び
込
み
は
深
夜
か
ら
未
明
に
最
も

多
く
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

※
す
ぐ
に
で
き
る
対
策

・
玄
関
や
勝
手
口
は
１
ド
ア
に
２
つ
の
施
錠

を
す
る

・
短
時
間
の
外
出
で
も
必
ず
施
錠
す
る

・
植
木
鉢
の
下
な
ど
へ
の
置
き
鍵
は
し
な
い

・
上
階
へ
の
足
場
と
な
る
物
を
家
の
周
囲
に

置
か
な
い

・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
の
防
犯
機
器
を
活

用
す
る
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大きく育て
子ども王国

かおちゃんは、いつもニコ
ニコしていてご機嫌だね。
お兄ちゃんと仲よく元気に
大きくなってね！

宇佐美
うさみ

薫
かおる

ちゃん
（女）古町

哉汰の笑顔にみんな癒され
ているよ ♡優しい大好きな
お兄ちゃん達と仲良く元気
に育ってね。

熊谷
くまがい

哉汰
かなた

ちゃん
（男）町

お兄ちゃんたちにとっても
大事にされている侑希は、ち
ょっぴり淋しがりやで甘え
ん坊。健やかに育ってね ♡

井出
いで

侑希
ゆうま

ちゃん
（男）真蒲

平成 22 年９月生・10 月生
（10、11 ヶ月児健診時に撮影）

「平成 23年度における子ども手当の支給等に関する
特別措置法」が成立し、平成 23年 10月以降半年間
の手当制度は次のとおりとなりました。

■月額手当（平成23年10月～平成24年3月）

・0歳～3歳未満 15,000円
・3歳～小学校修了前（第1子・第2子） 10,000円
・3歳～小学校修了前（第3子以降）      15,000円
・中学生 10,000円
※養育する子ども（18歳に達する日以後の最初の3月

31日までの間にある子ども）のうち、年長者から第
1子、第2子、第3子・・・と数えます

■手当の支給月

平成24年2月に10月分から1月分が、平成24年6月
に2月分及び3月分が、それぞれ支給されます。

■新たな支給要件

・子どもに対しても国内居住要件が設けられました
⇒支給対象となる子どもは、留学中の場合等を除き、
日本国内に住所を有するものとされました

・児童養護施設等に入所している子どもについては、
施設の設置者等に支給

⇒児童養護施設等に入所している子どもの父母等は
受給できなくなります

・未成年後見人や父母指定者（父母等が国外にいる場
合）に対しても、手当を支給
⇒父母等が国外にいても、日本国内において対象児
童を養育している方を父母指定者に指定すれば手当
が支給されます

・監護、生計同一要件を満たす方が複数いる場合、単
身赴任等の場合を除き、子どもと 同居している方に
支給
⇒両親が離婚協議中等で別居している場合、子ども
と同居している方に支給されます

■申請手続き

支給要件に該当する場合、これまで子ども手当を受
給していた方も含めて、新たに認定請求書を町へ提出
していただく必要があります。
これまで子ども手当を受給していた方へは役場から

10月中旬以降、認定請求書等関係書類を発送いたし
ますので、忘れずに申請手続きを行ってください。

（※公務員の場合は勤務先での手続となります）

福祉係

現在、子ども手当を受給している皆さんへ

子ども手当受給には
新たな申請手続きが必要です
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保 健 ニ ュ ー ス
「読書の秋」「食欲の秋」「スポーツの秋」あな

たはどんな秋を過ごしていますか？
秋晴れの中、野の草花や日々色づいていく景色を

眺めながらのウォーキングもお勧めです。ウォーキ
ングは、普段運動する機会が少ない人にも手軽に始
められる運動です。

日頃の運動不足の解消や健康維持、自律神経を整
えたり骨や筋力、心肺機能がアップするなど健康増
進にもつながります。

5年後 10年後の健康貯金として、ウォーキングを
始めましょう。

平成 21年に発生した新型インフルエンザは、今
年の 4月から「季節性インフルエンザ」として取り
扱われて、その後の対策も通常のインフルエンザ対
策とされています。

インフルエンザは、毎年 1月上旬から 3月を中心
に流行しています。日頃からの手洗い・うがいに加
えて、十分な栄養・睡眠で抵抗力を高めましょう。
咳エチケット（咳やくしゃみをするときは、ティッ
シュなどで鼻と口をおさえ、他人から顔をそむける
か、2メートル以上離れる）、症状がある場合は早
めに医療機関に受診し、自宅で休養を取るなど感染
防止に努めていきましょう。

インフルエンザ予防接種を受ける場合は、ワクチ
ンの効果から考えて 10月から 12月中旬までに行
うことが適当とされています。
※町が行う65歳以上対象の予防接種は10月1日か
らの予定です。対象の方には個別に通知があります。

【歯周疾患検診】対象：40･50･60 歳
料金：500円
場所：町内歯科医院

環境保健係

高血圧が引き起こす病気

○まずは 10分を目標に
初めから「さあウォーキング」と張り切るので

はなく、歩くのに慣れないうちは近くの家や公園
まで歩いてみて、歩くのに慣れながら少しずつ歩
く時間を増やしていきましょう。

○服装
スタート時は寒くても運動中は汗ばんできます。

重ね着等で体温調節しやすい服装がよいでしょう。
夜間歩く時は、明るい道を選び、白い服装や、反射
材を身に付け、懐中電灯を持つなど相手に気づかれ
やすくして、身を守るようにしましょう。

○靴
サイズが合わない靴は足や体に負担をかけま

す。つま先には足の動きに合わせて指が曲がる程
度のゆとりがあるもの、かかとにフィットしてか
かとの側面が十分硬いもの、靴底が厚めで適度に
クッション性があるものを選びましょう。

○背筋をまっすぐに
背筋を伸ばして、肩の力を抜いて歩きます。い

つもより歩幅をすこし大きくすると運動の効果が
高まります。

○無理をしない
天候や体調が悪い時は無理をせず、できる方法

に変えたり、休むことも大切です。体の症状によ
っては、医師や専門家に相談して適度な運動につ
いてのアドバイスを受けましょう。

○コースを選ぶ
平坦な道を短時間歩くところから初めて、時間

を延ばしたり坂道を入れたりして運動量を徐々に
増やしていきます。コースに少し変化をつけた
り、時には車で出かけた先で歩くことで気分転換
になり、長続きします。

○楽しむゆとり
距離や歩き方ばかりにとらわれずに、時には好

きな音楽を聴いたり、季節の花を楽しみながらの
んびり歩く日も作りましょう。ゆっくり歩くこと
で脳やこころを活性化させ、ストレスを軽減させ
る効果もあります。

○前後のストレッチ
ウォーキングでも、痛みが出たりケガをするこ

とがあります。運動の前後に軽い体操やストレッ
チで体を温め、筋肉をほぐして運動時のケガや疲
労を予防しましょう。

息をゆっくり吐きながら腕や足、関節を前後左
右に伸ばしましょう。

○こまめな水分補給　
歩いている時は20～30分おきに、一度にたくさん

飲むのではなく、こまめに水分補給をしましょう。
○歩いた日、距離、時間、体重を記録

目標を立てて、目に付くところに貼って励みにし
ましょう。（距離や時間、体重をカレンダーなどに
メモする。地図などを利用して歩いた距離を塗りつ
ぶすのも、実際に歩いてみたくなります。）

高血圧が引き起こす病気ウォーキングを継続して楽しむために

「ウォーキングを始めよう！」

インフルエンザに
「かからない」 「ひろげない」

Ｈ23年度の歯周疾患検診は、12月までです！
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乳幼児期から電子映像メディアに
どっぷり漬かっている日本の子ども

＝絶滅危惧種
ぜつめつきぐしゅ

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後1時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館または小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

ち
ょ
う
ど
一
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
の

十
月
、
立
科
中
学
校
で
行
わ
れ
た
立
科
町
青
少

年
育
成
講
演
会
（
演
題
「
子
ど
も
の
“
劣
化

れ
っ
か

”

を
く
い
止
め
る
た
め
に
～
メ
デ
ィ
ア
漬つ

け
が
子

ど
も
を
蝕

む
し
ば

む
～
」
）
は
、
極
め
て
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
講
演
会
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
講
師
の
清
川
輝
基
氏
が
、
「
テ

レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
乳
幼
児
の

頃
か
ら
と
っ
ぷ
り
漬
か
っ
て
い
る
日
本
の
子
ど

も
は
、
『
絶
滅
危
惧
種

ぜ
つ
め
つ
き
ぐ
し
�

』
で
あ
る
。
」
と
指
摘

さ
れ
た
か
ら
で
す
。

絶
滅
危
惧
種
と
は
、
「
現
在
の
圧
迫
状
態
を

も
た
ら
し
た
要
因
や
環
境
が
継
続
し
て
作
用
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
存
続
は
困
難
な
も
の
と
な

り
、
絶
滅
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
物
種
」
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
子
ど
も
は
、
何
ら
か
の

要
因
や
環
境
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
た
状
態
に
あ

り
、
適
切
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
絶
滅

す
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で

に
も
、
日
本
の
子
ど
も
の
姿
を
形
容
す
る
悲
観
的

な
コ
メ
ン
ト
を
何
度
も
耳
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
い
ず
れ
も
「
絶
滅
危
惧
種
」
と
い
う

言
葉
の
意
味
す
る
深
刻
さ
と
は
比
べ
よ
う
も
な

く
、
講
演
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
病
状
が
急
変
し
た
よ
う
な
危
機
感
を
覚

え
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
一
年
の
歳
月
が
経た

っ
た
今
も
、
こ
の
「
絶
滅
危
惧
種
」
の
五
文
字

は
ず
っ
と
頭
の
中
を
駆か

け
巡め

ぐ
っ
て
い
ま
す
。

清
川
氏
は
、
お
そ
ら
く
「
絶
滅
危
惧
種
」
と

い
う
比
喩

ひ
ゆ

的
な
表
現
に
よ
っ
て
、
地
球
に
共
存

す
る
生
物
の
一
員
と
し
て
の
絶
滅
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
人
間
と
し
て
の
、
人
間
ら
し
さ
の

終
焉

し
�
う
え
んを

警
告
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
す
な
わ

ち
、
「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
」
の
日
本
の
子
ど
も

は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳

そ
ん
げ
ん

を
抱
い
て
、
心
豊
か

で
、
平
和
な
社
会
を
築
く
こ
と
、
そ
し
て
、
ひ

い
て
は
自
分
な
り
に
、
自
分
ら
し
く
自
己
実
現

す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

警
鐘

け
い
し
ょ
うな

の
だ
と
思
い
ま
す
。

現
代
は
科
学
技
術
の
進
歩
が
す
べ
て
人
類
の

幸
福
に
つ
な
が
る
時
代
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
清
川
氏
の
警
鐘
の
根
拠
で
あ
る
、

便
利
で
、
物
の
豊
か
な
情
報
化
社
会
に
生
き
る

日
本
の
子
ど
も
の
生
活
実
態
に
、
親
も
教
師

も
、
そ
し
て
、
子
ど
も
自
身
も
、
真
剣
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

二
十
世
紀
後
半
か
ら
二
十
一
世
紀
に
か
け

て
、
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
が
急
速
に
普
及
し
、

日
本
の
子
ど
も
の
成
長
期
の
生
活
が
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
知
育
・
徳
育
・
体

育
の
全
領
域
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
の
条
件
や
環
境
が
破
壊
さ
れ
、

人
類
史
を
画
す
る
と
申
し
上
げ
て
も
過
言
で
は

な
い
「
子
ど
も
の
様
変
わ
り
」
が
進
行
し
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
深
刻
な
様
変
わ
り
に
つ
い
て
、
昨
秋
の

講
演
内
容
及
び
清
川
氏
の
著
書
「
『
メ
デ
ィ
ア

漬
け
』
で
壊
れ
る
子
ど
も
た
ち
」
（
清
川
輝

基
・
内
海
裕
美
共
著
少
年
写
真
新
聞
社
発
行
）

を
参
考
に
紹
介
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
家
庭
や

学
校
で
、
「
子
ど
も
と
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
の

問
題
」
に
ど
う
向
き
合
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
本
の
小
・
中
学
生
の
半
数
以
上
が
一
日
平

均
六
時
間
以
上
も
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
接
触

し
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
一
長
い
そ
う
で
す
。



9 ◆広報たてしな／23 年 10 月 

休
日
に
な
る
と
、
小
学
生
で
十
七
時
間
、
中
学

生
で
十
九
時
間
と
い
う
子
も
お
り
、
ま
さ
に

「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
」
の
子
が
い
ま
す
。
ま
た
、

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
神
経
回
路
が
形
成
さ
れ
る
大
切

な
時
期
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
脳
に
強
烈
な
人
口
光

線
と
機
械
音
の
刺
激
を
浴
び
せ
る
「
早
期
化
」

も
加
速
し
、
「
長
時
間
化
」
と
悪
し
き
方
向
に

相
ま
っ
て
、
子
ど
も
の
成
長
に
次
の
よ
う
な
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

○
テ
レ
ビ
に
子
守
り
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
乳
幼
児
期
に
親
と
子
が
目
を
合
わ
せ
て
言

葉
を
交
わ
し
た
り
、
肌
を
触
れ
合
っ
た
り
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
親
子
の
愛

着
形
成
に
歪ゆ

が
み
が
生
じ
、
子
ど
も
へ
の
虐
待

ぎ
ゃ
く
た
いが

激
増
し
て
い
る
。

○
「
心
の
闇や

み

」
を
抱
え
た
自
己
肯
定

こ
う
て
い

感
の
低
い

子
ど
も
が
増
え
、
「
自
分
は
孤
独

こ
ど
く

だ
」
と
感
じ

て
い
る
子
が
、
世
界
の
国
々
と
比
較
し
て
も
群

を
抜
い
て
多
い
。
（
一
位
＝
日
本
29.

８
％
、

二
位
＝
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
10.

３
％
）

○
歩
行
の
激
減
（
五
歳
児
の
一
日
平
均
歩
行
歩

数．

１
９
８
７
年
＝
一
万
二
千
歩．

２
０
０
０

年
＝
四
千
九
百
歩
）
に
よ
っ
て
、
直
立
し
た
と

き
の
重
心
が
踵

か
か
と方

向
に
ず
れ
、
足
指
で
地
面
を

加
圧
し
て
い
な
い
子
が
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

長
時
間
立
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
す
ぐ
転

ん
で
、
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
子
が
増
え
て
い

る
。

○
筋
力
も
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
背
筋
力
調
査

は
、
「
腰
を
痛
め
る
子
が
続
出
す
る
か
ら
。
」

と
い
う
理
由
で
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

○
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
平
面
画
面
を
見
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
立
体
視
力
が
未
発
達
で
、
裸
眼

ら
が
ん

視
力
も
高
校
一
年
生
の
ほ
ぼ
七
割
が
１.

０
未

満
と
低
下
し
て
い
る
。

○
血
圧
や
体
温
を
調
節
す
る
自
律
神
経
や
五
感

（
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚

し
�
っ
か
く・

嗅
覚

き
�
う
か
く・

味
覚
）
に
異

変
が
あ
る
。

○
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
の
た
め
、
授
業
に
集
中

で
き
な
か
っ
た
り
、
や
る
気
が
わ
か
な
か
っ
た

り
、
さ
ら
に
、
い
つ
も
苛
々

い
ら
い
ら

し
た
り
し
て
い

る
。

○
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

育
た
ず
、
言
葉
以
外
の
暴
力
的
な
手
段
で
感
情

を
表
出
す
る
。

○
感
情
や
欲
望
を
制
御
し
た
り
、
相
手
を
思
い

や
っ
た
り
す
る
働
き
を
担に

な

う
「
前
頭
前
野
」
の

発
達
に
問
題
が
生
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
レ
る

子
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

○
現
実
と
非
現
実
の
区
別
が
つ
か
ず
、
自
他
の

生
命
を
尊
重
す
る
感
覚
が
歪
ん
で
い
る
。

○
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
接
触
時
間
と
学
力
に
は

明
ら
か
な
相
関
関
係
が
あ
り
、
「
メ
デ
ィ
ア
漬

け
」
の
子
の
学
力
は
、
お
お
む
ね
「
一
日
二
時

間
以
内
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
子
」
よ
り

も
低
い
。

清
川
氏
は
、
子
ど
も
が
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア

に
接
す
る
時
間
は
、
一
日
二
時
間
が
限
度
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
提
言
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
す
で
に
地
道
に
実
践
さ
れ
て
い
る
家
庭
も

決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
「
一
日
二
時
間

以
内
」
を
実
践
さ
れ
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
、
人
と
の
交
流
や
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
、
家
族
と
の
団
ら
ん
、
子
ど
も
同
士
の
遊

び
、
家
事
手
伝
い
、
奉
仕
作
業
、
読
書
、
勉

強
、
工
作
、
運
動
、
散
歩
、
外
遊
び
、
睡
眠
、

休
息
な
ど
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
ま

し
�
う
。

「
無
理
！
忙
し
く
て
絶
対
無
理
！
」
と
い
う

大
ブ
ー
イ
ン
グ
や
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
礼
賛

ら
い
さ
ん

の

大
音
声

だ
い
お
ん
じ
�
うが

聞
こ
え
そ
う
で
す
。･････ 

無
理
な
ら

ば
、
無
理
を
強し

い
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
清
川
氏
の
警
告
が
、
何
年
か
の
後
に

的
中
し
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

期
　
日
　
11
月
８
日
（
火
）

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館

内
　
容
　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
育
ん
で
い
く

た
め
に
は
、
地
域
を
知
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
あ
る
も
の
や
埋
も
れ

て
い
る
も
の
を
探
し
、
歴
史
や
文

化
の
活
用
方
策
を
考
え
る
機
会
と

し
ま
す
。

協
　
力
　
文
化
財
保
護
委
員

定
　
員
　
20
名

（
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

申
　
込
　
10
月
27
日
（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育

係
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
　
行
程
等
確
定
次
第
、
改
め
て
有
線
放

送
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
第
７
回
目
の
教
室
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

有
線
２
３
１
１
（
代
）

平
成
23
年
度
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

「
立
科
す
ず
ら
ん
学
級
」開
催
中
！

第
７
回
郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
教
室
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こども未来館情報 10月・11月行事予定
ちびっこ広場

文化伝承教室
★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分〜
【囲   碁】

【将   棋】

【昔遊び】

学習教室･スポーツ教室
★対象及び場所 小学生　立科小学校
★時間　午後３時〜５時
★日程　10 月 5 日（水）･12 日（水）・19 日（水）

26 日（水）
11 月 2 日（水）･9 日（水）・16 日（水）

30 日（水）
★内容　学習アドバイザーの先生に、予習・復習等を

教えていただくことができます。
学習終了後、３時３０分より体育館で
スポーツ教室に参加できます。

アートチャレンジ教室（要予約）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間 小学生　午前 10 時〜
★日程及び内容 10 月 15 日（土） 未定

11 月 19 日（土） 未定

レクリエーション教室

わくわく教室

野菜でスタンプ遊び

★対象及び時間　小学生　午後３時３０分〜
★日程及び内容 ★日程　10 月  6 日（木）・20 日（木）

11 月 17 日（木）
★日程　10 月 13 日（木）（午後2時〜）

27 日（木）
11 月 10 日（木）・24 日（木）

★日程　10 月 21 日（金）
11 月 25 日（金）

10 月 5 日（水）ちびっこ広場
6 日（木）おはなし広場

11 日（火）たまごクラブ
13 日（木）親子リズム
19 日（水）ちびっこ広場
20 日（木）みんなで遊ぼう
27 日（木）親子運動遊び
28 日（金）ちびっこ広場

11 月 7 日（月）おはなし広場
9 日（水）ちびっこ広場

10 日（木）親子リズム
16 日（水）ちびっこ広場
18 日（金）みんなで遊ぼう
21 日（月）人形劇
22 日（火）たまごクラブ
24 日（木）親子運動遊び
28 日（月）子育て講話

★対象及び時間 小学生　午後 3 時 30 分〜
★日程及び内容

★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分〜
★日程及び内容

こども未来館／電話 56-0248 有線8888

★対           象　就園前のお子さんと保護者
★時           間　午前１０時３０分〜
★日程及び内容

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、
ご承知ください。

皆さんのご来館を
お待ちしています♪

ちびっこ広場

10 月 3 日（月）お手玉で遊ぼう　
24 日（月）グループホーム訪問
31 日（月）折り紙で花を作ろう

11 月 7 日（月）とびだすウサギを作ろう（午後２時〜）
14 日（月）雪だるまを作ろう
21 日（月）木の実拾いをしよう
28 日（月）グループホーム訪問

10 月11 日（火）イナゴ捕りに行こう
25 日（火）タニシ拾いに行こう

11 月 8 日（火）キノコ採りに行こう
22 日（火）焼きりんごをつくろう

児童館事業の様子
放課後子ども教室

骨盤ケア講習 水辺教室 しぼり染め制作 ピタゴラスイッチ

10 月 28 日（金）どんぐり制作をしよう

竹で水鉄砲制作

児童館避難訓練
★対象及び日時　小学生　10 月 4 日（火）午後 4 時〜
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10
月
末
日
に
第
一
子
と
な
る
子
ど
も

が
産
ま
れ
ま
す
。
私
達
夫
婦
に
と
っ
て

待
ち
に
待
っ
た
子
ど
も
で
す
。
結
婚
し

て
一
年
以
上
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
子
ど
も

を
と
思
っ
た
頃
授
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
妻
の
体
に
は
「
子
宮
筋

腫
」
が
あ
り
、
妊
娠
六
ヶ
月
に
な
り
体

調
を
く
ず
し
入
院
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
診
断
は
「
切
迫
流
産
」
。
初
め

て
の
子
ど
も
で
こ
の
診
断
を
聞
い
た

時
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
妻
も
泣
い
て

い
ま
し
た
。
毎
日
病
院
へ
通
い
妻
を
支

え
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

退
院
後
は
、
自
宅
安
静
と
い
う
事
で

動
く
事
の
で
き
な
い
妻
の
代
わ
り
に
家

事
を
し
た
り
、
二
人
で
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
妊
娠
八
ヶ
月
に
入
り
病

状
は
安
定
し
、
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
も

順
調
で
す
。
あ
と
、
二
ヶ
月
。
無
事
に

産
ま
れ
て
く
る
事
を
心
か
ら
願
い
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ

館　報　立　科

●発行：立科町公民館　●編集：館報編集委員会　TEL：0267-56-2311㈹

「夜明けの浅間」 ［写真提供：蓼科写真クラブ］

第51号

見
風
鶏
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
、
未
曾
有
の
大
災
害

と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
人

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
連
の
震
災
に
よ
り
、
半
年
経
っ
た
今

で
も
避
難
所
で
暮
ら
し
、
不
安
な
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
け
っ
し
て
人
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
町
は
、
災
害
の
少
な
い
町
で
す
が
災
害
は

い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か

ら
し
っ
か
り
と

し
た
準
備
を

し
、
地
域
の
連

携
を
一
層
強
固

な
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
が
被

害
の
軽
減
に
つ

な
が
る
の
で
は 震

災
か
ら
半
年

～

が
ん
ば
ろ
う

日
本
　
～

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
館
報
で
は
、
被
災
地
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
行
っ
て
来
ら
れ
た
方
の

体
験
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
特
集
を
通
し
て
、
今
後
起
こ
り
う

る
災
害
に
備
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

！

！
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
経

験
の
な
い
私
に
は
正
直
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
何
か
出
来
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
頑
張
ろ
う
、
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
目
で
見
た
被
災
地
は
、
３
ヶ
月
経
っ
て

も
大
変
な
状
況
で
し
た
。
津
波
の
凄
ま
じ
さ
を

テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
も
、
よ
り
リ
ア
ル
に
感
じ

ま
し
た
。
原
形
を
留
め
て
い
な
い
家
や
車
、
何

が
あ
っ
た
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
瓦
礫
の
山

…
。
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
が
今
回
活
動
し
た
の
は
、
国
道
か
ら

見
え
る
ヒ
マ
ワ
リ
畑
の
整
備
や
、
国
道
沿
い
の

花
壇
の
整
地
で
し
た
。
ヒ
マ
ワ
リ
畑
は
、
あ
の

日
の
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
場
所
。
前
に
来
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が
瓦
礫
の
撤
去
を
し
て
、
畑

を
耕
し
て
、
種
を
蒔
い
た
場
所
で
し
た
。
草
を

刈
っ
て
い
る
と
、
小
さ
な
お
も
ち
ゃ
や
陶
器
の

欠
片
が
出
て
き
ま
し
た
。
近
く
に
は
泥
に
ま
み

れ
た
プ
リ
ク
ラ
帳
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
津
波

で
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
の
当
た
り
前

に
あ
っ
た
生
活
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と

思
っ
た
ら
、
本
当
に
い
た
た
ま
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

花
は
、
人
の
心
を
癒
し
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ
は

太
陽
に
向
か
っ
て
凛
と
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花

が
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
風
景
を
想
像
し
な
が

ら
、
精
一
杯
作
業
し
ま
し
た
。

被
災
地
は
こ
れ
か
ら
も
長
い
長
い
時
間
を
か

け
た
支
援
が
必
要
で
す
。
大
槌
町
に
向
か
う
途

中
、
遠
野
市
で
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
に
、「
生

き
る
希
望
を
あ
り
が
と
う
」
と
手
書
き
で
書
か

れ
た
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。
手
作
り
の
風
車
が

風
で
く
る
く
る
回
る
、
そ
の
印
象
的
な
看
板
は

近
づ
い
て
み
る
と
、
そ
の
文
字
１
つ
１
つ
が
作

文
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
綴
ら
れ
て
い

た
の
は
、
様
々
な
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
想
い

と
、
必
ず
復
興
す
る
と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
今
回
の
地
震
や
津
波
で
体
験
し
た
恐
怖
は

計
り
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
悲
し
み
や
悔
し
さ
を

乗
り
越
え
て
、
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
の
が
、

あ
ら
ゆ
る
所
で
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
尊
い

命
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
１
日
も
早
く
被
災
地
に
心
か
ら
の
笑
顔

が
戻
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

の
品
ま
で
が
汚
泥
に
ま
み
れ
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。
何
よ
り
一
番
堪
え
た
の
は
、
自
宅
の
壁
に

「
壊
し
て
く
だ
さ
い
」
と
赤
い
ス
プ
レ
ー
で
書

か
れ
て
い
た
家
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
で

す
。
映
像
で
見
る
の
と
は
全
く
異
な
る
印
象
で

あ
り
、
た
だ
見
つ
め
、
何
も
言
え
な
い
自
分
が
、

そ
こ
に
居
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
は
道
路
掃
除
、

そ
し
て
花
壇
に
花
の
苗
や
種
を
植
え
る
と
い
う

簡
単
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
行
き
交
う

人
々
が
「
ご
苦
労
様
で
す
、
あ
り
が
と
う
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
そ
れ
は
と
て

も
尊
い
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
は
、
自
分
の
目
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
活
動
に
参

加
し
な
け
れ
ば
、
私
の
友
人
が
一
体
ど
う
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
肌
で
実
感
す
る
こ

と
も
彼
と
共
感
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
被
災
し
て
し
ま
っ
た
人
々
に

対
し
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
、
こ
の
身
で
体
験
し
た
こ
と
に
よ

り
初
め
て
「
本
当
に
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
ん
だ
」
と
痛
感
し
ま
し
た
。
現
在
、
私
た

ち
が
整
地
し
た
花
壇
に
は
満
開
の
花
が
咲
い
て

い
る
こ
と
が
大
槌
町
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
少
し

で
も
多
く
の
人
々
が
、
こ
の
花
か
ら
元
気
を
貰

い
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

館　報　立　科

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て

笑
顔
の
花

小池　祐美
（大深山）

私
が
立
科
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
、
宮
城
県
に
住
む
友

人
の
存
在
で
す
。
彼
は
今
回
の
震
災
に
よ
り
、

家
を
流
さ
れ
、
勤
め
先
の
会
社
も
津
波
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
彼
は
何
事
も

な
く
、
無
事
で
し
た
。
彼
の
よ
う
に
、
被
災
し

た
人
々
、
そ
し
て
友
人
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
と
思
い
、
立
科
町
が
募
集
し
て
い
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
を
知
り
、
参
加
を
決
め

ま
し
た
。

約
十
時
間
を
か
け
、
宮
城
県
大
槌
町
で
バ
ス

か
ら
降
り
立
っ
た
私
の
目
の
前
に
は
、
こ
れ
が

本
当
に
同
じ
日
本
な
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
愕
然

と
す
る
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
辺
り
か

ら
は
異
臭
が
漂
い
、
見
渡
せ
る
限
り
の
田
ん
ぼ

は
回
復
不
可
能
な
ま
で
に
汚
泥
に
埋
ま
り
、

家
々
は
焼
け
爛
れ
、
ま
る
で
戦
争
映
画
の
よ
う

な
凄
惨
な
光
景
が
目
の
前
に
延
々
と
続
い
て
い

ま
し
た
。
ふ
と
気
付
く
と
周
囲
に
は
七
五
三
や

結
婚
披
露
宴
な
ど
の
写
真
、
茶
碗
や
音
楽
C
D

な
ど
、
日
常
生
活
の
も
の
か
ら
大
切
な
思
い
出

榎本　拓
（蓼科）
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な
事
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
の
か
と
み
ん
な

戸
惑
っ
た
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

手
付
か
ず
の
畑
で
は
普
段
感
じ
る
こ
と
の
な

い
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
海
な
ど
は
見
え
な

い
場
所
に
も
関
わ
ら
ず
砂
浜
の
様
な
ザ
ラ
ザ
ラ

と
し
た
土
、
み
み
ず
な
ど
の
生
物
は
ま
っ
た
く

い
な
い
し
、
出
て
く
る
物
は
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ

で
し
た
。
次
の
場
所
は
、
国
道
45
号
の
花
壇
で

浪
板
と
呼
ば
れ
る
海
の
見
え
る
所
で
し
た
。
作

業
が
進
む
に
つ
れ
、
活
動
時
間
を
惜
し
む
よ
う

に
団
結
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
然
と
草
を

む
し
る
人
、
そ
れ
を
運
ぶ
人
、
土
を
な
ら
す
人

と
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
雨
が
降

っ
て
き
て
も
も
う
少
し
、
少
し
で
も
や
れ
る
事

を
や
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
作
業
は
２
日
間
だ
け
で
し
た

が
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
作
業
で
も
必
要
と
さ
れ

て
い
て
必
ず
復
興
に
繋
が
る
と
信
じ
て
や
り
き

る
思
い
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

数
ヶ
月
た
ち
、
ニ
ュ
ー
ス
で
フ
ラ
ワ
ー
ル
ー

ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
観
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
こ
の
災
害
の
少
な
い
立
科
町
で

普
通
の
生
活
が
送
れ
る
こ
と
が
い
か
に
幸
せ
か

と
い
う
事
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

一
生
懸
命
や
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。１

日
目
は
畑
に
蒔
か
れ
て
少
し
伸
び
て
き
た

ヒ
マ
ワ
リ
の
周
り
の
草
む
し
り
。
道
具
も
あ
ま

り
な
く
、
で
き
た
て
の
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
み
ん
な
一
生
懸
命
黙
々
と
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
雑
草
と
ヒ
マ
ワ
リ
の
区

別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
草
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
畑
に
何
本
も
の
ヒ
マ
ワ

リ
の
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
道
路
わ
き
の
花
壇
の
草
む
し
り
で

す
。
道
具
も
そ
ろ
い
作
業
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て

き
ま
し
た
が
、
一
度
津
波
に
浸
か
っ
た
土
は
、

塩
と
ガ
レ
キ
で
と
て
も
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
普

通
の
草
む
し
り
よ
り
と
て
も
大
変
で
す
。
で

も
、
だ
ん
だ
ん
キ
レ
イ
に
な
っ
て
く
花
壇
を
見

る
と
、
も
っ
と
も
っ
と
キ
レ
イ
に
し
た
い
。
そ

し
て
こ
こ
に
は
ど
ん
な
花
が
咲
く
の
だ
ろ
う
、

と
こ
れ
か
ら
が
す
ご
く
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。現

地
の
水
を
飲
み
、
空
気
を
吸
っ
て
、
触
れ

る
こ
と
で
本
当
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
、
被
災
地
の

こ
と
を
思
う
と
、
復
興
に
向
け
て
の
道
の
り
は

ま
だ
ま
だ
長
い
と
感
じ
ま
し
た
。
機
会
が
あ
っ

た
ら
ま
た
参
加
し
て
少
し
で
も
復
興
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
で
す
。

｢

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す｣

と
い
う
有
線
を
聞
き
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

被
災
地
の
状
況
を
見
て
い
て
、
自
分
で
も
何
か

し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
参
加
す
る

事
に
決
め
ま
し
た
。

総
勢
22
人
の
チ
ー
ム
で
８
時
間
の
道
の
り
を

へ
て
岩
手
県
大
槌
町
に
向
か
い
ま
す
。
実
際
に

現
地
の
状
況
を
見
る
と
、
あ
ま
り
の
被
害
の
深

刻
さ
に
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
町

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
場
所
は
ガ
レ
キ
の
山
に
な

り
、
人
は
な
く
重
機
だ
け
が
静
か
に
動
い
て
い

ま
し
た
。

現
地
で
の
作
業
は
花
壇
の
手
入
れ
と
聞
い
て

い
て
、
ガ
レ
キ
の
撤
去
や
家
の
床
の
ド
ロ
上
げ

な
ど
を
想
像
し
て
い
た
の
で
、
少
し
残
念
な
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、｢

も
う
一
度

大
槌
の
町
を
花
で
一
杯
に
し
た
い｣

。
と
い
う

現
地
の
方
の
思
い
を
知
り
自
分
に
で
き
る
事
を

館　報　立　科

３
月
11
日
、
多
く
の
人
の
命
と
生
活
が
一
瞬

の
う
ち
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
映

像
は
日
本
で
起
き
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
無
力
な
自
分
に
は
、
何
も
出
来
な
い
…
。

そ
ん
な
時
、
立
科
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

私
は
す
ぐ
行
く
事
を
決
め
ま
し
た
。
出
来
る
時

に
、
出
来
る
人
が
、
出
来
る
事
を
す
れ
ば
い

い
！
！
そ
の
気
持
ち
を
胸
に
出
発
し
ま
し
た
。

次
の
日
の
朝
に
は
岩
手
県
に
着
い
て
い
ま
し

た
。
す
る
と
バ
ス
か
ら
見
る
町
並
み
は
一
瞬
で

姿
を
変
え
ま
し
た
。
崩
れ
か
け
た
家
、
曲
が
っ

た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
廃
墟
の
様
な
焼
け
て
真
っ

黒
に
な
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
、
瓦
礫
の

山
々
…
。

眼
に
入
る
物
す
べ
て
こ
れ
が
現
実
な
ん
だ
と

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
出
て
く
る
言
葉
は
な

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
活
動
は
大
槌
町
の

帰
っ
て
来
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
し
た
。
そ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

学
ん
だ
事

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て

小池　あゆみ
（大深山）

永井　真路
（上房）
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スターヒルズ大城Ａ（ドッジボール）

公
民
館
で
は
、
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ

る
文
化
展
を
開
催
し
ま
す
。

文
化
展
で
は
、
町
内
の
創
作
グ
ル
ー
プ
や
友

好
都
市
神
奈
川
県
愛
川
町
の
皆
さ
ん
の
作
品
な

ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
出
品
申
込
に
つ

い
て
は
分
館
長
さ
ん
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
11
月
４
日
（
金
）
～
６
日
（
日
）

■
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
６
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所
　
中
央
公
民
館
及
び

ふ
る
さ
と
交
流
館
「
芦
田
宿
」

文
化
展
開
催

町Ａ（ソフトバレーボール） 町分館（バレーボール）

第
39
回

恒
例
の
分
館
対
抗
球
技
大
会
（
８
月
21

日
）
と
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
８
月
28
日
）

が
、
権
現
山
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
立
科
中

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
分
館
対
抗
球

技
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
雨
天
の
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
町
民
の

皆
さ
ん
が
、
共
に
汗
を
流
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
　
ス
タ
ー
ヒ
ル
ズ
大
城
Ａ

準
優
勝
　
　
Ａ
Ｃ
茂
田
井
パ
ル
セ
イ
ロ

三
　
位
　
　
桐
原
Ａ

牛
鹿
連
合
Ａ

敢
闘
賞
　
　
山
部
Ａ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
　
町
Ａ

準
優
勝
　
　
茂
田
井
Ｂ
　

三
　
位
　
　
野
方
Ｃ

茂
田
井
Ａ
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
　
町
分
館

準
優
勝
　
　
宇
山
連
合
分
館
　

三
　
位
　
　
山
部
連
合
分
館

塩
沢
連
合
分
館

分
館
対
抗
球
技
大
会
・
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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（立科土笛短歌会）

陽
を
恋
て
咲
き
継
ぐ
花
よ
ゼ
ラ
ニュ
ー
ム
吾
が
向
く
窓
に
紅
く
揺
ら
ぎ
ぬ

吉
村
　
ト
シ
メ

湯
の
丸
高
原
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ヂ
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
山
肌
染
め
て
一
面
に
咲
く

伊
丹
　
㐂
久
子

村
人
の
仕
事
始
め
の
堰
浚
い
震
災
の
地
に
黙
と
う
捧
ぐ

高
橋

つ
な
子

余
力
あ
れ
ば
人
生
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
た
く
な
し
何
か
せ
ね
ば
と
気
ば
か
り
焦
る

小
松
　
み
つ
子

歌
壇

ご
利
用
く
だ
さ
い

花
嫁
衣
裳
・
留
袖

公
民
館
で
は
、
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
花
嫁
衣
裳
・
留
袖

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

衣
裳
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、中
央
公
民
館
事
務
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
花
嫁
衣
裳

３
万
円

・
留
袖

５
千
円
～
１
万
２
千
円

・
紋
付

７
千
円

・
小
物
等

千
円
～
５
千
円

8月15日（月）、新成人の門出を祝し、成人
式を開催しました。今年度の新成人は、90名
で式典の参加者は71名でした。

アトラクションでは、ビデオレターが放映

されると、恩師の心のこもったお祝いの言葉
に喜んでいる様子でした。

式に集った仲間と久しぶりに再会し、時が
経つのも忘れ懐かしんでいました。

成
人
式

平
成
23
年
度

人
事
異
動
に
よ
り
ま
し
て
、
５
月
16
日
よ
り

公
民
館
長
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
公
民
館
活
動
に
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
こ
の
震
災
に
よ
り
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
こ

と
は
「
絆
」
の
大
切
さ
で
し
た
。
「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
・
地
域
と
人
の
つ
な
が
り
」
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。そ

も
そ
も
公
民
館
活
動
は
、
人
が
集
い
、
地

域
で
の
学
習
活
動
を
通
し
て
学
び
、
人
を
育

て
、
誰
も
が
地
域
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
意

識
を
高
め
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

経
済
が
低
迷
し
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
環
境
の
中
で
、
と
も
す
る
と
地
域
で
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
社
会
に
お
い

て
、
改
め
て
公
民
館
活
動
の
大
切
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
う
し
た

視
点
に
目
を
向
け
、
地
域
に
根
ざ
し
た
身
近
な

学
習
課
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
交
流

を
通
し
て
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笹
井
　
伸
一
郎

公
民
館
長

地
域
に
根
ざ
し
た
公
民
館
活
動
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「
本
は
自
分
自
身
と
の
対
話
だ
…
中
略

…
本
当
に
新
し
い
自
身
の
人
生
観
が
ひ
ら

く
よ
う
な
本
が
い
い
。」
と
岡
本
太
郎
さ

ん
の
本
を
読
ん
だ
時
に
、
あ
ぁ
だ
か
ら
、

読
書
っ
て
や
め
ら
れ
な
い
ん
だ
と
納
得
し

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

悩
み
が
あ
る
と
き
に
、
何
気
な
い
話
の

中
で
答
え
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
り
、
ド

キ
ッ
と
す
る
よ
う
な
指
摘
や
、
今
ま
で
の

常
識
を
思
い
っ
き
り
ひ
っ
く
り
返
し
て
く

れ
た
り
。

時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
程
、
夢
中
に
さ

せ
て
く
れ
る
面
白
い
話
や
、
怖
い
話
を
し

な
が
ら
、
人
の
心
の
機
微
に
つ
い
て
、
教

え
て
く
れ
た
り
。

子
供
に
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
く
れ
る

絵
本
も
、
生
き
て
い
く
上
で
の
素
敵
な
ヒ

ン
ト
を
さ
ら
っ
と
含
ん
で
い
た
り
。

そ
ん
な
話
上
手
な
上
に
、
そ
っ
と
自
分

を
知
る
機
会
や
新
し
い
人
生
観
を
く
れ
る

素
敵
な
本
に
出
会
え
る
と
心
躍
っ
て
、
自

分
の
人
生
を
何
倍
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る

気
が
し
ま
す
。

だ
か
ら
、
ま
た
答
え
が
ほ
し
く
て
、
新

し
い
躍
る
経
験
が
し
た
く
て
、
本
を
読
ん

で
し
ま
う
の
で
す
よ
ね
。

館　報　立　科

棟居刑事の代行人……………… 森村　誠一
民王……………………………… 池井戸　潤
スーサ……………………… あさの　あつこ
トロイメライ 唄う都は雨のち晴れ
…………………………………… 池上　永一
困ってるひと…………………… 大野　更紗

返
却
期
限
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

本
の
予
約
待
ち
を
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
の
で
、借
り
た
本
は

期
限
内
に
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。

お願い

図
書
室
だ
よ
り

【一般文学】

【絵本・児童書】

市川 範子（藤沢）

長野県鉄道全駅…… 信濃毎日新聞社出版部
ふしぎ発見！長野県の地理……… 市川　正夫

【郷土】

たくさん本を寄贈していただき、ありがとう
ございました。紙面にてお礼にかえさせてい
ただきます。

■ 開室時間
月曜日～土曜日
午前9時30分～午後6時（土曜日は5時）
日曜・祭日
午後1時～午後5時

＊お一人　4冊まで　2週間借りられます

寺嶋　陽子　〔茂田井〕

小倉　玲子　〔野方〕

矢田　精一　〔大城〕

山田　繁　　〔蓼科〕

田口　茂夫　〔大深山〕

菊地　千恵子　〔中原〕

田口　美鈴　〔長和町〕

瀬沼　克彰　〔東京都〕

他　匿名

【寄贈者（順不同・敬称略）】

水惑星の旅………………………… 椎名　誠
死を語り生を思う……………… 五木　寛之
塩麹と甘酒のおいしいレシピ
……………………………… タカコ・ナカムラ

【社会・生活】

私と読書

日　時　10 月26 日(水) 
午前 10 時 30 分～

場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0歳児～
テーマ 「もこもこもこ 」

大型絵本、パネルシアターなど、
親子でお楽しみください！

昨年 10 月から導入されました、図書
システム（バーコード化）も 1 年が経ち
ました。これにより、資料の検索が誰で
も簡単に行えるようになり、より利用し
やすくなりました。

まだ新しい図書カードをお持ちでない
方も、必要事項をご記入の上簡単にカー
ドをお作りできます
ので、是非図書室に
お出掛けください！

図書システム導入より 1 年です！

乳幼児のための
おはなし会

〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

だじゃれ日本一周… 長谷川　義史（作・絵）
わたししんじてるの… 宮西　達也（作・絵）
ココロのヒカリ
…………… 谷川俊太郎（文）元永定正（絵）
遠く不思議な夏……………… 斉藤　洋（著）

新刊紹介

図書室利用案内
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も
う
、
今
年
で
36
回
目
で
す
か
。
海
抜
７
０

０
メ
ー
ト
ル
の
町
中
か
ら
女
神
湖
辺
高
低
差
８

０
０
メ
ー
ト
ル
の
五
里
、
20
キ
ロ
を
ひ
た
す
ら

歩
く
・
歩
く
・
歩
く
。
普
段
な
に
げ
な
く
見
て

い
る
風
景
を
確
か
め
な
が
ら
歩
く
・
歩
く
・
歩

く
。35

年
間
、
10
月
10
日
の
特
異
日
に
も
支
え
ら

れ
て
か
一
度
の
中
止
も
な
く
続
け
ら
れ
て
い

る
。

稲
刈
り
が
終
わ
り
家
族
中
で
の
参
加
が
多
か

っ
た
年
。
稲
刈
り
と
重
な
り
、
子
供
だ
け
の
参

加
が
多
か
っ
た
年
。
緑
で
ス
タ
ー
ト
紅
葉
の
ゴ

ー
ル
の
年
。
コ
ス
モ
ス
の
花
に
積
も
っ
た
雪
に

驚
い
た
年
と
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
を
重
ね
て
続
い
て
い
る
。

初
め
の
頃
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
っ
て
参
加
の

赤
ち
ゃ
ん
も
既
に
35
、
６
歳
か
な
。
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
押
し
て
い
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
60

代
か
な
。武
士
の
扮
装
で
参
加
さ
れ
て
た
方
は
、

老
中
か
大
老
に
な
り
城
を
守
っ
て
お
い
で
か

な
。小

学
校
の
文
集
「
し
ら
か
ば
」
に
「
牛
乳
飲

ん
で
元
気
も
り
も
り
で
歩
き
ま
し
た
。」「
途
中

で
飲
ん
だ
牛
乳
が
お
い
し
か
っ
た
の
で
２
杯
も

飲
ん
で
ゴ
ー
ル
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。」
な

ど
と
書
い
た
子
供
達
、
立
派
な
大
人
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
な
。

３
年
前
か
ら
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
、

小
さ
な
子
供
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
一
生
懸
命
歩

い
て
い
る
。

こ
の
「
歩
け
歩

け
大
会
」
は
昨
今

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

流
行
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
の
草
分

け
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
40
回

目
、
50
回
目
を
目

指
し
て
頑
張
れ
！

頑
張
れ
！

館　報　立　科

「
郷
土
の
民
話
や
人
物
伝
を
伝
承
し
て
い
き

た
い
。」
と
の
願
い
か
ら
、
県
の
支
援
金
を
得

て
大
型
紙
芝
居
を
創
作
し
ま
し
た
。
資
料
を
読

み
現
場
を
訪
ね
、
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
五
作

の
紙
芝
居
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
小
学
校
の

読
書
イ
ベ
ン
ト
や
高
齢
者
施
設
、
公
民
館
な
ど

で
演
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
五
無
斎
先
生
没
後
百
年
の
年
。「
石

を
集
め
た
五
無
斎
先
生
」
を
創
作
し
な
が
ら
、

そ
の
生
き
方
に
感
動
を
覚
え
た
一
人
で
す
。

教
育
者
と
し
て
差
別
を
許
さ
ず
、
正
義
や
平

等
主
義
を
貫
き
通
し
た
姿
。
自
ら
県
内
の
山
を

踏
破
し
て
岩
石
を
集
め
、
標
本
を
作
っ
て
学
校

に
配
り
、
実
物
教
育
を
推
進
し
た
先
進
性
。
若

く
し
て
公
教
育
の
場
を
退
き
、
弱
者
の
た
め
に

私
塾
を
開
い
て
理
想
の
教
育
を
推
進
し
た
情

熱
。
筆
売
り
を
し
な
が
ら
本
を
集
め
、
県
立
図

書
館
設
立
に
奔
走
し
た
晩
年
。
優
し
さ
と
図
太

さ
、
童
心
と
叡
智
、
豪
快
さ
と
細
心
さ
な
ど
、

五
無
斎
先
生
像
は
魅
力
的
で
す
。
多
作
の
狂
歌

は
ウ
イ
ッ
ト
に
富
み
、
時
に
哀
感
を
帯
び
て
心

が
ほ
と
ば
し
り
出
ま
す
。

資
料
の
「
全
集
」
や
「
評
伝
」、「
に
ぎ
り
ぎ

ん
式
教
育
論
」
や
「
奇
人
考
」
な
ど
を
読
み
な

が
ら
、
明
治
時
代
を
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
生
き

た
保
科
百
助
五
無
斎
先
生
の
生
涯
を
、
史
実
に

基
づ
き
生
き
生
き
と
紙
芝
居
に
し
た
い
と
思

い
、
創
作
し
ま
し
た
。

藤
村
の
名
著
「
破
戒
」
に
も
深
く
関
係
し
、

先
駆
的
な
教
育
観
が
今
に
も
生
き
る
五
無
斎
先

生
。
地
元
で
も
伝
え
続
け
る
べ
き
人
物
だ
と
思

い
ま
す
。

他
に
「
青
木
原

の
お
稲
荷
さ
ん
」

「
勇
者
仲
次
郎
」

「
堰
を
拓
い
た
六
川

長
三
郎
勝
家
」「
津

金
寺
の
仁
王
様
」

を
合
わ
せ
て
五
作
、

大
切
に
伝
承
し
て

い
き
た
い
で
す
。

公
民
館
報
刊
行
に
あ
た
り
、
ご
寄
稿
頂

い
た
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
苦
労
を
頂
き

ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　

毎
回
紙
面
に
は
様
々
な
分
野
の
色
々
な

方
々
に
文
章
を
お
願
い
す
る
事
で
、
彩
り

を
与
え
て
頂
き
、
皆
様
に
ご
紹
介
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
ぁ
、
原
稿
用
紙
と
は
不
思
議
な
も
の

で
、
お
願
い
を
す
る
時
は
待
ち
遠
し
く
、

逆
に
自
分
の
机
の
上
に
あ
る
時
は
、
全
く

そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
て
し
ま
い
た
く
な
っ

て
し
ま
う
程
、
筆
が
進
ま
な
い
も
の
で
、

あ
っ
と
言
う
間
に
締
切
日
が
や
っ
て
き
ま

す
。ま

し
て
最
初
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
々
機
械

の
進
歩
も
目
覚
し
く
、
ペ
ン
を
持
つ
事
す

ら
珍
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、
一
層
文
章
を

書
く
の
に
も
苦
労
し
て
し
ま
い
ま
す
。

知
っ
て
い
る
は
ず
の
漢
字
が
す
ぐ
に
浮

か
ば
な
い
、
指
が
動
か
な
い
事
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
で
す
。

何
が
言
い
た
い
か
と
い
え
ば
、
つ
ま

り
、
文
章
を
書
く
の
は
大
変
で
、
ご
寄
稿

く
だ
さ
る
皆
様
の
苦
労
も
身
に
し
み
て
感

じ
て
い
ま
す
と
い
う
事
で
す
。

理
解
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
色
々
時
々
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ご
寄
稿

を
お
願
い
す
る
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い

う
事
で
、
締
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
号
も
、
ご
寄
稿
下
さ
っ
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｍ
・
Ｉ

歩
け
歩
け
大
会
に
よ
せ
て

中
野
　
安
佐
子
（
蓼
科
）

◆
編
集
後
記
◆

リ
レ
ー
回
想

お
話
バ
ス
ケ
ッ
ト

高
橋
　
幸
子
（
上
房
）

ク
ラ
ブ
訪
問
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お問い合わせ先　ハートフルケア たてしな　電話 56-1955　有線 4501

ハートフルケア たてしなでは、“粋（いき）
活きリフレッシュ”をテーマに、はぁとふる
ふれあい講座を開催します。ご家族を介護をさ
れている方には、子供さんたちの元気あふれる
ダンスや日本の伝統芸能である落語で日頃の疲
れを癒していただき、介護に関心のある方に
は、介護食や福祉用具の紹介・相談等を計画し
ています。

入場は無料ですので、ご近所お誘い合わせの
上、お気軽にお出かけください。

日時： 10月30日（日）　午前10時～12時
場所： ハートフルケア たてしな

内容： 10：10～10：40　リズミカルダンス
「舞ドリーム」

10：40～11：00　口腔体操＆介護食について

11：10～11：50　落語 入船亭扇好
いりふねていせんこう

さん
（佐久市出身）

大いに笑ってリフレッシュしましょう！！

10：00～　福祉用具の展示・相談　徳花苑ロビー
12：00～　移動販売らぁめん「盛いち」

徳花苑玄関前　１杯500円
（数量に限りがあります）

＊ご希望の方には、介護に関するご相談もお受けい
たします。

… … 開 催 の お 知 ら せ … …

障害のあるなしにかかわらず、家庭・地域や職場・
学校などで共に日常生活を送り、共に暮らす社会が、
あたりまえの社会なんだ、という考え方が「ノーマラ
イゼーション」です。今日の国際社会の福祉政策にお
ける基本理念であり、21 世紀のまちづくり・社会づ
くりの基本理念ともなっております。

ノーマライゼーションを実現するためには、取り除
かなければならない様々な障壁（バリア）がありま
す。バリアには、目に見えやすいものと見えにくいも
のがあります。

見えやすいバリアとしては、例えば車いす利用者な
どの社会参加を阻む道路や住宅内外の段差、駅の建物
のエレベーターの不備、わかりにくい案内表示などが
あげられます。

こうしたバリアをなくす「バリアフリー」は障害者
だけでなく幼児、子どもや高齢者、身体の弱い人にも
生活しやすい環境を実現することにもつながります。

また、見えにくいバリアとしては、補助犬（盲導
犬、介助犬、聴導犬）への理解不足、要約筆記、手話
通訳の普及不足などがあげられ、社会環境の整備が必
要です。さらに障害のある人を最初から「特別視す
る」区分け意識や、偏見・差別の意識がバリアになっ
ていることもあります。

こうしたバリアを取り除き、ノーマライゼーション
を実現するための法律の改正や制度の導入など整備が
進められております。
（参考：（財）人権教育啓発推進センター　人権啓発
パンフレット）

立科町の未来を担う、心豊かなたくましい青
少年育成に向けて、講演会を開催します。

日時 11 月５日（土）午後２時から３時30分
場所 立科小学校　体育館
演題 「コミュニケーションは笑いから」
講師 落語家

入船亭扇好さん

【お問い合わせ先】教育委員会 人権政策推進係
立科小学校（電話 56-3131 有線 2190）

障害のある人の人権・・・
ノーマライゼーションとバリアフリー

人権センターだより
◆ 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 ◆

人権センター（人権政策推進係）

ふれあい講座
はあとふる

青少年育成講演会 入場無料
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毒
き
の
こ
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
は
、
過
去

10
年
間
に
県
内
で
発
生
し
た
食
中
毒
事
件
数
の

約
14.

６
％
を
占
め
て
お
り
、
き
の
こ
採
取
の

盛
ん
な
長
野
県
で
は
そ
の
発
生
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

９
月
20
日
か
ら
10
月
19
日
ま
で
は
「
き
の
こ

中
毒
予
防
月
間
」
で
す
。
左
記
食
中
毒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
き
の
こ
中
毒
の
予
防
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
き
の
こ
の
鑑
別
は
佐
久
保
健
福
祉
事

務
所
（
電
話
０
２
６
７
（
63
）
３
２
９
７
）
へ

ご
相
談
い
た
だ
き
、
知
ら
な
い
き
の
こ
は
絶
対

に
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
、
絶
対
に

食
べ
な
い
。

②
き
の
こ
の
特
徴
を
覚
え
確
実
な
鑑
別
を
す

る
。

③
「
柄
が
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ

る
」
な
ど
の
誤
っ
た
言
い
伝
え
や
迷
信
を

信
じ
な
い
。

日
時
　
10
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

嬉
聞
耳
地
蔵
尊

き
き
み
み
じ
ぞ
う
そ
ん

の
祭
典
で
は
、（
権
現
の
湯

入
口
）
綿
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
進
呈
、

更
に
お
楽
し
み
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

権
現
の
湯
ま
つ
り
で
は
、
水
道
家
関
ち
ゃ
ん

（
関
英
一
氏
）
に
よ
る
落
語
（
午
前
11
時
、
午

後
２
時
）、
お
茶
席
21
日
（
金
）
～
22
日
（
土
）

（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で
）、
そ
の
他
ゲ
ー

ム
大
会
が
開
か
れ
多
数
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

多
く
の
皆
様
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は

水
を
浄
化
す
る
に
は
、
微
生
物
の
活
躍
が
不

可
欠
で
す
。

次
の
よ
う
な
も
の
は
流
す
と
、
微
生
物
の
力

が
弱
く
な
っ
て
、
汚
れ
た
水
の
ま
ま
放
流
す
る

こ
と
に
な
っ
た
り
、
施
設
の
故
障
の
原
因
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
流
さ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

な
る
ほ
ど
！
ビ
ッ
ク
リ
！

下
水
道
ト
リ
ビ
ア

「
わ
た
し
た
ち
が
使
え
る
水
は
、

地
球
上
の
水
の
０．
８
％
し
か
な
い
！
」

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

・
水
に
溶
け
な
い
も
の
（
衣
類
、
紙
お
む
つ
、

生
理
用
品
、
ビ
ニ
ー
ル
、
木
片
、
タ
バ
コ

の
吸
殻
）

・
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
廃
液

・
生
ゴ
ミ

・
農
薬
、
殺
虫
剤
、
薬
な
ど
の
薬
品

・
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
燃
料
や
シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
揮
発
性
の
高
い
危
険
物

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

環
境
保
健
係

権
現
の
湯

第
３
回
権
現
の
湯
ま
つ
り
と

嬉
聞
耳
地
蔵
尊
の
祭
典
開
催

き
の
こ
中
毒

予
防
月
間
について

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、
県
下
に
お
い
て

全
が
ん
死
の
16.

３
％
を
占
め
、
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。（
平
成
20
年
長
野
県
衛
生
年
報

よ
り
）

Ｃ
Ｔ
検
診
で
は
、
15
㎜
ミ
リ
～
20
㎜
の
早
期

の
が
ん
の
発
見
が
で
き
、
が
ん
が
治
る
確
率
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
検
診
は
検
診

車
で
行
い
、
貴
金
属
類
を
身
に
つ
け
て
い
な
け

れ
ば
、
そ
の
ま
ま
の
服
装
で
５
分
程
度
で
撮
影

で
き
ま
す
。

検
診
申
込
書
に
て
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
通
知
い
た
し
ま
す
。
　
　

日
程
　
10
月
11
日
（
火
）、
12
日(

水)

、

17
日
（
月
）

対
象
者
　
40
歳
以
上

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金
　
２
０
０
０
円

※
受
診
間
隔
　
喫
煙
者
は
毎
年
、

非
喫
煙
者
は
３
年
に
１
度

お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課
　
環
境
保
健
係

電
話
（
56
）
２
３
１
１

有
線
　
２
３
１
１

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
の

お
知
ら
せ

蓼
科
山
麓
の
清
ら
か
な
水
の
恵
み
を
受
け
る

立
科
町
。
こ
の
水
は
、
下
流
域
の
市
町
村
に
も

同
様
に
流
れ
着
き
、
利
用
さ
れ
ま
す
。

最
上
流
域
で
使
用
し
、
そ
の
ま
ま
流
し
て
い

く
こ
と
は
、
下
流
域
の
環
境
汚
染
に
つ
な
が
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
で
、
環

境
汚
染
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
下
水
道
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

地
球
上
に
は
約
14
億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水

が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
う
ち
約
97
％
が
海
水
な
ん

だ
。
残
り
の
淡
水
の
中
で
も
70
％
が
北
極
や
南
極

の
氷
だ
か
ら
、
私
た
ち
が
本
当
に
使
え
る
水
は
、

０．
８
％
し
か
な
い
ん
だ
よ
。

水
は
大
切
に
使
わ
な
い
と
ね
。

上
下
水
道
係
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Ｓ
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
可
し
た

「
標
準
営
業
約
款
制
度
」
に
基
づ
き
登
録
さ
れ
、

消
費
者
の
皆
様
に
「
安
全
・
安
心
・
清
潔
」
を

約
束
し
た
信
頼
で
き
る
お
店
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
、
現
在
、
理
容
・
美
容
・
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
・
め
ん
類
飲
食
店
・
一
般
飲
食
店
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

S
afety

（
安
全
）

損
害
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
万
一
の
事
故

に
も
き
ち
ん
と
対
応
し
ま
す
。

S
tandard

（
安
心
）

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
掲
示
し
、
安
心
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
お
約
束
し
ま
す
。
S
anitation

（
清
潔
）

施
設
・
設
備
の
一
定
基
準
を
守
り
、
衛
生
管

理
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん

お
店
選
び
は
、
選
ん
で
安
心
Ｓ
マ
ー
ク
登
録

店
を
！

お
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人

長
野
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
３
６
１
２

最
低
賃
金
制
度
は
、最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、

国
が
賃
金
の
最
低
賃
金
を
定
め
、
使
用
者
は
、

そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
し
て
い
る
全
て

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」

が
、
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
　
時
間
額

６
９
４
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働

時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、
臨
時
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当

及
び
家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局
　
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

電
話
　
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
５

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え
お
悩

み
の
方
を
対
象
と
し
た
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。相

談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
関
東
財
務
局

長
野
財
務
事
務
所
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

電
話
　
０
２
６
（
２
３
４
）
２
９
７
０

（
相
談
窓
口
直
通
）

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

長
野
第
２
合
同
庁
舎
５
階

（
信
州
大
学
教
育
学
部
南
）

安
心
・
安
全
な
食
肉
を
提
供
し
て
い
る
、
佐

久
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
施
設
の
理
解
と
、
食
肉

の
消
費
拡
大
・
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
大
お
肉
祭
り
（
佐
久
広
域
食
肉
流

通
セ
ン
タ
ー
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
16
日
（
日
）（
雨
天
決
行
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー

佐
久
市
長
土
呂
１
番
地
１

流
通
業
務
団
地
内
（
佐
久
Ｉ
Ｃ
北
側
）

内
容

・
試
食
コ
ー
ナ
ー

食
肉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
牛
肩
ロ
ー
ス

（
蓼
科
牛
）の「
ロ
ー
ス
ト
」と
佐
久
地
域
の

お
米
を
使
用
し
た
料
理
、お
肉
と
野
菜
料
理

・
特
売
コ
ー
ナ
ー

食
肉
製
品
、
野
菜
、
乳
製
品
等
の
特
売

そ
の
他
、
子
ど
も
お
楽
し
み
企
画
等

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
佐
久
広
域
食
肉
公
社

電
話
　
０
２
６
７
（
68
）
１
０
０
７

お
知
ら
せ

大
お
肉
祭
り
開
催
の
お
知
ら
せ

マ
ー
ク
を

ご
存
知
で
す
か
？

長
野
県「
最
低
賃
金
」が

改
定
さ
れ
ま
し
た

借
金
の
返
済
に
お
困
り

の
方
ご
相
談
く
だ
さ
い
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交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
平
成
22
年
の
事
故
発
生
件
数

は
約
72
万
件
、
死
傷
者
数
は
89
万
人
と
、
国
民

の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ
り
、

被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
自
動
車

の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
加

害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る

制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度
の
役

割
・
重
要
性
や
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い

の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局

長
野
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査
部
門

電
話
　
０
２
６
（
２
４
３
）
４
６
０
３

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
）、

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運

行
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０

㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
、
有

効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い

内
容
は
、http://w

w
w
.jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

２
０
０
７
年
開
催
の
「
五
感
で
ア
ー
ト
」
展

の
第
２
弾
と
な
る
本
展
で
は
「
視
覚
・
聴
覚
・

嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
」
を
使
っ
て
作
品
を
「
体

験
」
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
見
る
」
こ
と
を
再
発
見
で
き
る
作
品
や
、

自
分
で
「
音
」
を
出
す
作
品
、「
香
り
」
に
よ

っ
て
変
化
す
る
作
品
や
、「
味
」
を
感
じ
ら
れ

る
作
品
、「
触
る
」
と
楽
し
い
作
品
な
ど
、
不

思
議
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
現
代
ア
ー
ト
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
会
期
中
、
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ

ア
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。
　

開
催
期
間
　
10
月
27
日
（
木
）
～

12
月
18
日
（
日
）

毎
週
水
曜
休
館

（
11
月
23
日
開
館
・
24
日
休
館
）

会
　
　
場
　
長
野
県
信
濃
美
術
館「
小
展
示
室
」

観
覧
料
　
大
人
８
０
０
円
、
大
学
生
６
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料

（
東
山
魁
夷
館
常
設
展
と
の
共
通
料

金
大
人
１
０
０
０
円
、
大
学
生

７
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）

長
野
県
の
き
の
こ
生
産
は
年
々
増
大
し
、
本

県
農
林
産
物
の
基
幹
品
目
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
県
内
で
生
産
さ
れ
る
き
の
こ
を
、
一

堂
に
集
め
広
く
一
般
に
公
開
し
、
生
産
技
術
並

び
に
品
質
の
向
上
と
消
費
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
信
州
き
の
こ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
11
月
４
日
（
金
）
～
６
日
（
日
）

場
所
　
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

「
ビ
ッ
ク
ハ
ッ
ト
」

内
容
　
長
野
県
き
の
こ
品
評
会

（
え
の
き
た
け
、
生
シ
イ
タ
ケ
、
乾
し

い
た
け
、
な
め
こ
、
ぶ
な
し
め
じ
等
）

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
　
　

き
の
こ
類
の
即
売
会

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
信
州
の
木
振
興
課

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
６
７

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
信
濃
美
術
館
　
東
山
魁
夷
館

電
話
　
０
２
６
（
２
３
２
）
０
０
５
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://w
w
w
.npsam

.com
/

交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
の
未
来
を
守
る

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

「
う
っか
り
で
は

す
ま
さ
れ
ま
せ
ん

自
賠
責
」

五感でアート
Part2！を
開催します

信
州
き
の
こ
祭
り
の

開
催
に
つ
い
て



自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
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企
業
と
の
面
接
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
へ
…

・
お
も
に
長
野
県
東
信
地
域
の
事
業
所
が
参
加

し
ま
す

・
会
場
で
は
、
人
事
担
当
者
と
直
接
面
接
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
履
歴
書
を
必
要
部

数
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
自
由
に
何
社
で
も
、
面
接
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

・
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
で
新
卒
枠
や
正
社

員
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す

・
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
入
場
は
無
料
で
す

・
高
校
生
の
方
は
、
学
校
を
通
じ
て
事
前
の
参

参
加
企
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
長
野
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
就
職
面
接
会
情
報
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

http://naganoroudoukyoku.jsite.
m
hlw

.go.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

電
話
　
０
２
６
８
（
23
）
８
６
０
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
８
６
０
９

加
申
し
込
み
が
必
要
で
す

急
激
な
円
高
等
の
影
響
に
よ
り
事
業
活
動
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
事
業
者
の
方
の
た
め
の

事
業
資
金
融
資
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　
円
高
等
の
影
響
に
よ
り
、
最
近
３
ヶ

月
以
内
（
１
ヶ
月
単
位
）
の
売
上
高
等
が
、

そ
の
前
の
同
期
間
に
比
べ
５
％
以
上
減
少
し

て
い
る
方

貸
付
限
度
額
　
５
０
０
０
万
円
（
運
転
資
金
）

貸
付
利
率
（
ど
ち
ら
か
選
択
）

【
固
定
金
利
】
年
１．
８
％

【
変
動
金
利
】
当
初
上
限
利
率
年
１．
５
％
内

（
金
融
機
関
所
定
の
変
動
金
利
型
）

貸
付
期
間
　
７
年
（
措
置
１
年
）

信
用
保
証
料
　
県
・
市
町
村
の
補
助
に
よ
り

０．
44
％
以
内

※
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
を
利
用
す
る
場

合
は
信
用
保
証
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

保
証
人
等

（
保
証
人
）
法
人
代
表
者
を
除
き
原
則
不
要

（
担
保
）
必
要
に
応
じ
て
徴
す
る

そ
の
他

お
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
向
上
計

画
書
等
を
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

変
動
金
利
を
選
択
し
た
場
合
、
県
制
度
資
金

に
よ
る
借
換
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
経
営
支
援
課

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
０
０

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/sy

ou
kou

/b
u
sin

ess/sh
ikin

/seid
o-

keiei..htm
#
endaka

平
成
24
年
３
月
大
学
・
短
大
・
専
修
等
卒
業

予
定
者
、
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

及
び
平
成
24
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を

対
象
に
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
28
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

会
場
　
上
田
東
急
イ
ン
　
３
階

国
際
21
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

上
田
市
天
神
４
ー
24
ー
１

《
上
田
駅
「
温
泉
口
」
徒
歩
１
分
》

電
車
や
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
信
地
域
就
職
面
接
会
の

開
催
に
つい
て

長
野
県
中
小
企
業
融
資
制
度

緊
急
円
高
対
策
資
金
について

「
長
野
技
能
五
輪
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１

２
」
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）

場
所
　
や
ま
び
こ
ド
ー
ム

イ
ベ
ン
ト
内
容

・
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

・
建
設
機
械
コ
ー
ナ
ー
（
建
設
重
機
の
展
示
、

試
乗
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

・
中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
（
11
月
12
日
の
み
）

・
技
能
五
輪
選
手
　
公
開
練
習
（
11
月
13
日
の

み
）

・「
長
野
技
能
五
輪
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
Ｐ
Ｒ

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
技
能
五
輪
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
室

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
０
４

も
の
づ
く
り

体
験
フ
ェア
開
催

高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集

資
格
　
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
　
11
月
１
日
（
火
）
～

平
成
24
年
１
月
６
日
（
金
）

採
用
試
験

第
１
次
試
験
　
平
成
24
年
１
月
14
日
（
土
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次
試
験
が

あ
り
ま
す

待
遇
　
修
業
年
限
３
年
、
卒
業
後
に
陸
士
長
へ

採
用
説
明
会

11
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

11
月
13
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

佐
久
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
５
２
６
７
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独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

で
は
、
途
上
国
の
人
々
と
共
に
様
々
な
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

以
下
に
よ
り
「
募
集
説
明
会
＆
体
験
談
」
を

行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根
募
集
担
当
　
唐
沢

電
話
　
０
２
６
５
（
82
）
６
１
５
１

工
業
製
品
の
放
射
線
量
測
定
を
行
な

お
う
と
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
。

対
象
測
定
物

①
工
業
製
品
（
液
体
や
粉
体
そ
の
も
の
の
測
定

は
行
な
い
ま
せ
ん
）

②
持
込
み
測
定
の
場
合
の
測
定
物
の
大
き
さ
及

び
重
さ
は
、
１
ｍ
×
１
ｍ
×
０．
５
ｍ
以
下

及
び
30
㎏
以
下

③
現
地
測
定
は
、
持
込
み
測
定
が
不
可
能
で
あ

る
も
の
、
か
つ
、
輸
出
前
検
査
が
不
可
欠
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す

④
測
定
物
の
持
込
み
は
、
車
両
に
よ
る
運
搬
に

限
り
ま
す

⑤
測
定
物
を
持
込
む
際
に
は
、
検
体
ご
と
に
ポ

リ
袋
又
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
等
で
包
装

し
、
口
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い

受
け
付
け
方
法

電
話
に
よ
り
、
事
前
に
測
定
実
施
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。（
必
須
）

予
約
に
際
し
て
は
輸
出
前
検
査
を
必
要
と
す

る
案
件
を
優
先
し
ま
す
。
受
付
後
速
や
か
に
、

以
下
に
示
す
輸
出
前
検
査
を
必
要
と
し
て
い
る

旨
を
証
明
す
る
書
面
の
写
し
又
は
理
由
を
示
す

書
類
の
い
ず
れ
か
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
予
約
を

取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

な
お
、
当
該
書
類
の
提
出
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
測
定
実
施
日
の
２
週
間
前
か
ら
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

①
輸
入
相
手
国
が
輸
出
前
検
査
を
通
関
の
条
件

と
し
て
い
る
（
当
該
措
置
の
予
定
も
含
む
）

②
輸
出
相
手
の
企
業
等
か
ら
輸
出
前
検
査
を
求

め
ら
れ
て
い
る

③
そ
の
他
、
輸
出
前
検
査
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
認
め
る
理
由
が
あ
る

受
付
場
所

機
械
類
等
の
場
合

①
長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

材
料
技
術
部
門

長
野
市
若
里
１
‐
18
‐
１

電
　
話
　
０
２
６
（
２
２
６
）
２
８
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
（
２
９
１
）
６
２
４
３

②
長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

精
密
・
電
子
技
術
部
門

岡
谷
市
長
地
片
間
町
１
‐
３
‐
１

電
　
話
　
０
２
６
６
（
23
）
４
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
６
（
23
）
９
０
８
１

加
工
食
品
の
場
合

（
受
付
場
所
と
測
定
場
所
が
異
な
り
ま
す
）

長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

食
品
技
術
部
門

長
野
市
大
字
栗
田
字
西
番
場
２
０
５
‐
１

電
　
話
　
０
２
６
（
２
２
７
）
３
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
（
２
２
７
）
３
１
３
０

お
問
い
合
わ
せ
先

も
の
づ
く
り
振
興
課

０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
９
６

平
成
23
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

シニア
海
外
ボ
ラン
ティア
募
集
について

工
業
製
品
に
係
る

放
射
線
量
測
定
を

実
施
し
ま
す

青年海外協力隊
開催日 開催地 説明会場 開催時間

10月8日（土） 長野市 長野市もんぜんぷら座
３０２会議室 10:30～12:30

10月15日（土） 松本市 松本市中央公民館
（Ｍウイング）４－１会議室 10:30～12:30

10月22日（土） 長野市 長野市もんぜんぷら座
３０２会議室 10:30～12:30

シニア海外ボランティア
開催日 開催地 説明会場 開催時間

10月15日（土） 松本市 松本市中央公民館
（Ｍウイング）４－2会議室 10:30～12:30

10月22日（土） 長野市 長野市もんぜんぷら座
３０3会議室 10:30～12:30



気温 降水量 降水量
（1月からの合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 22.9℃ 34.3℃／10 日 16.4℃／21 日 198.5mm 790.5mm 174.3時間
最近10年間の平均 23.0℃ 34.6℃／10 年 10.5℃／02 年 110.4mm 695.3mm 192.1時間

■立科町のデータ 8月

9月1日現在 （ ）内は前月比 8月1日〜8月31日

人口 7,880（-15） 出生 2

男 3,876（-7） 死亡 9

女 4,004（-8） 転入 11

世帯数 2,791（-7） 転出 19

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月からの合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 3 14 8 4 3 1 17 1 40

立科町 （0）
1

（4）
1

（1） （1） （0） （1） （2） （4）
2

（18）

■ 立科町の気象　（8 月 1日〜31 日）

種別 8 月中火災件数 焼損面積 1月からの合計
建物火災 0 0㎡ 5
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 3

合計 0 0㎡ 8

■ 火災

■ 救急
種別 8 月中救急出動件数 1月からの合計
急病 28 150

交通事故 2 14
一般負傷 11 62
その他 1 20
合計 42 246
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白
樺
高
原
で
は
い
よ
い
よ
秋
が
深
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は
広
葉
樹
の

紅
葉
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
中
旬
に
は
す
ば
ら
し

い
紅
葉
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。

11
月
上
旬
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
黄
葉
も
見
ご
ろ

を
迎
え
ま
す
。
　

哀
愁
漂
う
秋
の
女
神
湖
、
紅
葉
の
白
樺
高
原

へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
　
11
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
　
役
場
駐
車
場

内
容
　
飲
食
店
／
物
品
販
売
店

展
示
体
験
コ
ー
ナ
ー

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
／
も
ち
つ
き

大
抽
選
会
　
他

出
演
者
等

５
日
　
立
科
コ
ー
ラ
ス

亜
耶
歌
謡
シ
ョ
ー

土
屋
芳
美
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

６
日
　
立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部

蓼
科
高
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

立
科
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ

御
泉
水
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

立
科
の
味
「
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」表

彰
式

お
問
い
合
わ
せ
先

立
科
町
商
工
会
　
電
話
（
56
）
１
０
０
４

有
線
２
６
５
２

便
り

白
樺
高
原

多た

来ら

福ふ
く

ま
つ
り

第
35
回
商
工
祭

が
ん
ば
ろ
う
日
本

立
科
か
ら
元
気
発
信

紅
葉
狩
り
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

白
樺
高
原
総
合
観
光
セ
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23 日（日）武重医院 小諸市 0267-22-0171
臼田医院 小諸市 0267-22-0483
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

30 日（日）小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
川西赤十字病院 佐久市望月 0267-53-3011

11 月
3 日（木）ひかり医院 小諸市 0267-22-8878

東小諸クリニック 小諸市 0267-25-8104
6 日（日）矢島医院 小諸市 0267-22-8148

小諸病院 小諸市 0267-22-0250
岩下医院 立科町 0267-56-3908
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

13 日（日）関医院 小諸市 0267-22-2205
鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308
高橋医院 佐久市望月 0267-53-2366

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
23 日（日）木村歯科医院 小諸市 0267-23-1515

30 日（日）堀篭歯科医院 小諸市 0267-23-0575

11 月
3 日（木）中山歯科クリニック 御代田町 0267-32-2000

6 日（日）渡辺歯科医院 小諸市 0267-23-1100

13 日（日）松永歯科医院 小諸市 0267-23-8488

◆歯科〈午前9時〜正午〉

■ハートフルケア たてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311

月町民カレンダー 10
月
の
納
期

町県民税（第３期）
国民健康保険税（第５期）
介護保険料：普通徴収（第７期）
後期高齢者医療保険料（第４期）

休 日 緊　急 当 番 医

行事予定 保　　健
10月17日（月） 肺がんＣＴ検診：40歳以上

22日（土） 権現の湯まつり

23日（日） 第４回中山道ウォーキングinたてしな
女神湖感謝祭

26日（水） 乳幼児健診①Ｈ23．５月〜６月生
②Ｈ22．11月〜12月生

30日（日） 夏山営業終了（ゴンドラ・御泉水自然園）
はあとふる ふれあい講座

11月1〜2日 乳房検診（超音波検診）：30〜39歳の女性
4〜6日 第39回文化展

5日（土） 福祉リサイクルバザー

5〜6日 商工祭（多来福まつり）
６日 立科の味「料理コンテスト」審査・表彰

6日（日） たてしなふれ愛むら
8日（火） １歳半児健診：H22.2月〜4月生
9日（水） 若草保育園（公開保育）
9〜15日 秋の全国火災予防運動

11日（金） 赤ちゃん相談室（母乳相談）：H23.8月生
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元立科町議会議員斉藤武氏 (石川・88歳)に旭日単光
章が授与され、9月13日（火）小宮山町長より本人に伝達
されました。斉藤氏は、議会議員として３期12年在職
し、その間に副議長、総務観光委員会委員長、社会文教委
員、監査委員等を歴任し、町政進展に尽力されました。
副議長としては、当時町が直面していた排水等の環境問
題が深刻化する中、下水道施設整備の促進に貢献されま
した。

また、立科町消防委
員、白樺湖下水道組合議
会議員、立科町土地開発
公社理事、立科町森林組
合理事等の公職も歴任
されました。

高邁な政治信念と多
大な功績が高く評価さ
れました。
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NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

第５回
権現の湯マレットゴルフ大会開催

9月16日（金）、マレットゴルフクラブ員のご協力をいた
だき、残暑厳しい中150名もの参加により、盛大に開催
されました。日ごろの練習の成果を発揮し、13名の方が
ホールインワンを達成されました。
成績（敬称略） 〈男子の部〉 〈女子の部〉
優　勝 柳沢洋司（五輪久保） 小野沢志津江（町）
準優勝 平野重男（大城） 山浦　操（蟹窪）
第３位 荻原今朝光（小諸） 飯浜マツ江（小諸）

斉藤 武氏　叙勲の栄誉

8月28日（日）、体育センター及び中学校体育館にお
いて、開催されました。中学生のソフトバレーボールと
小学生のドッジボールが行われ、保護者の熱い声援の
中チーム一丸となって熱戦を繰り広げました。

少年スポーツ大会開催 敬老の日式典
9月11日（日）、体育センターにおいて敬老の日の式

典が開催されました。
平成23年度に百歳を迎える５名と白寿を迎える３

名・米寿を迎える47名に町長から祝状が手渡されま
した。

演芸会も催され、参加された皆さんは楽しそうに観て
おられました。

ソフトバレーボール　
優　勝　町Ａ　　　　
準優勝　茂田井Ｂ　　
第３位　野方Ｃ　　　
第３位　茂田井Ａ　　

ドッジボール
優　勝　スターヒルズ大城Ａ
準優勝　ＡＣ茂田井パルセイロ
第３位　桐原Ａ
第３位　牛鹿Ａ
敢闘賞　山部Ａ

郷土芸能“三頭獅子”奉納
地域の伝統を守り継ぐ

子供達のすばらしい舞に、
多くの皆さんが魅了されて
いました。

３０分以上も踊り続け、
汗いっぱいになりながら頑
張っていました。

古町〈9月3日（土）・4日（日）〉

桐原〈９月２２日（木）・２３日（金）〉

藤沢〈９月２２日（木）・２３日（金）〉

成績は、
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不要テレビ等の特別回収を実施します

〜不法投棄情報をお知らせします〜

今年（2011年）７月のアナログ放送終了に伴
い、今後も多くの不要になったテレビの排出が予
想されます。これにより役場では、下記の日程で
不要テレビ等の特別回収を実施しますので、家電
リサイクル法に基づく適正な処理に、ご協力をお
願いします。

回収日程

実施日 １０月２３日（日）
場　所 女神湖商店街駐車場　午前９時～10時

樽ヶ沢温泉様前　午前10時30分～11時30分
人権センター横駐車場　午後１時30分～４時

※粗大ゴミ収集と併せて行います。

対象品目とリサイクル料金の目安

テレビ　　　　　　　　　２，８３５円
洗濯機・衣類乾燥機　　　２，５２０円
冷蔵庫・冷凍庫　　　　　４，８３０円
エアコン　　　　　　　　３，１５０円
※リサイクル料金はメーカー・機種によって異なります

運搬料金

１台一律　　　　　　　　１，０５０円
※回収業者から県内指定引取り所までの運搬料金となり
ます

立科町の不法投棄件数は、平成２１年度から増加
傾向にありました。その要因の１つとして、地上デ
ジタル放送化に伴い不要テレビが増加したことが
原因と考えられています。

平成２３年度に入り、テレビ等の特別回収実施や
町民の皆様のご協力により、テレビの不法投棄は
減少しております。引き続き不法投棄撲滅のため
にご協力をお願い致します。
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廃棄物の種類 検挙年月日 行為者 内容 刑罰の内容

一般
廃棄物

平成22年
2月12日

男性
（44）

廃品回収業に従事していた際に、他人から処分を依頼された家庭ごみの処分
にあたり、処分費を支払うと利益が出ないとの理由から、山林内に衣類や段ボ
ールなど約200kgを投棄した。

罰金50万円

平成22年
3月4日

男性
（36）

引っ越しの際に不要となった家庭ごみの処分費がなかったために、パチンコ
店の駐車場に家具、衣類、段ボールなど約105kgを投棄した。 罰金20万円

産業
廃棄物

平成22年
1月15日

男性
（49）

不要となった建設機械の部品の処理を依頼されて請け負ったが、その処分に
困って他人所有の田地に廃カタピラ等約10t を捨てた。 懲役１年２月

長野県内において平成 22年に検挙された主な不法投棄等の事案 長野県内廃棄物監視指導課発行
「不法投棄情報ながの」より抜粋

不法投棄の原因者は、撤去を求められるとともに重い刑罰が科せられます。
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